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第Ⅰ章 計画の概要                           

 

Ⅰ－１．計画の趣旨 

 

   近年、地域における人口減少や既存の住宅・建築物の老朽化、社会的ニー

ズの変化及び産業構造の変化等に伴い、居住その他の使用がなされていな

いことが常態である空家が年々増加しています。 

   このような空家の中には、適切な管理が行われていない結果として、安全

性の低下、公衆衛生の悪化、景観の阻害等多岐にわたる問題を生じさせ、ひ

いては地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼしています。 

   平成 26 年 11 月 27 日に「空家等対策の推進に関する特別措置法」（以下

「法」という。）が公布、平成 27 年 5 月 26 日には全面施行され、周囲の生

活環境に悪影響を及ぼしている空家等を「特定空家等」と定義し、建物の除

却や修繕、立木竹の伐採や周辺の生活環境の保全を図るために必要な措置

をとるように、その所有者等に対して助言・指導、勧告、命令することがで

き、最終的には行政代執行を行うことも可能となりました。 

氷見市でも、市街地、中山間地を問わず空家が増えており、治安の悪化、

倒壊による危険性、景観問題等、地域住民に不安や不快感をもたらしている

状況にあり、空家対策を総合的・計画的に取り組むため、「氷見市空家等対

策計画」を策定することとしました。 

   「氷見市空家等対策計画」は、本市が取り組むべき空家対策の基本となる

ものであり、この計画の推進により「安全で安心して住み続けられる魅力あ

る地域づくり」の実現を目指します。 
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Ⅰ－２．用語の定義（法第２条） 

 

  「空家等」 

   建築物又はこれに附属する工作物であって居住その他の使用がなされて

いないことが常態であるもの及びその敷地（立木その他の土地に定着する

物を含む。）をいいます。 

  「特定空家等」 

   そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態又

は著しく衛生上有害となるおそれのある状態、適切な管理が行われていな

いことにより著しく景観を損なっている状態その他周辺の生活環境の保全

を図るために放置することが不適切である状態にあると認められる空家等

をいいます。 

 

 

Ⅰ－３．計画の期間 

    

   計画期間  平成 30年度から平成 39年度まで 

本計画における計画期間は、平成 30年度を初年度とする 10年間とし、中

長期的な施策の展開を図ります。 

   ただし、各種施策の成果や市内の空家等の状況、社会情勢の変化等により、

必要がある場合は、適宜計画の見直しを行います。 

 

 

Ⅰ－４．計画の対象地区 

 

   計画対象地区  氷見市内全域 

   本計画の対象地区は「氷見市内全域」とします。ただし、市街地や小中学

生の通学路沿いを重点的に取り組むこととします。 
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第Ⅱ章 空家の現状と課題                      

 

Ⅱ－１．空家の現状 

 

① 全国の空家の現状 

平成 25年に総務省が実施した住宅・土地統計調査によると、全国の総

住宅数は 6,063万戸となっている一方、総世帯数は 5,246万世帯となっ

ており、住宅ストックが量的には充足していることが分かります。この

うち空家の数は 820万戸であり、これが全国の総住宅数に占める割合は

13.5％となっています。また、「賃貸用又は売却用の住宅」及び「別荘等

の二次的住宅」を除いた「その他の住宅」に属する空家の数は 318万戸

に上っています。これが全国の総住宅数に占める割合は 5.3％ですが、

その数は過去 20年間で約２倍に増加しているところです。  

 

② 氷見市の空家の現状 

 平成 20年・平成 25年の住宅・土地統計調査によると、氷見市の総住

宅数は５年間で 18,370戸から 18,890戸に増加しているものの、空家に

ついても 2,290戸から 3,040戸と約 1.3倍に増加しています。この空家

のうち「賃貸用又は売却用の住宅」及び「別荘等の二次的住宅」を除い

た「その他の住宅」の数は 1,590戸から 2,340戸と約 1.5倍に増加して

います。 

平成 25 年の氷見市の総住宅数に占める「その他の住宅」に属する空

家の数の割合は 12.4％で、全国の割合 5.3％に比べ非常に高い数値とな

っています。（図１） 

  

Ⅱ－２．氷見市における課題 

 

氷見市の人口は、図２のとおり、今後一層減少することが想定され、空家

についても益々増加することが見込まれます。市内各空家の個別の状況や分

布状況等を十分に把握したうえで、それに応じた対策を検討・実施していく

必要があります。 
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※資料） 「住宅・土地統計調査結果」（総務省統計局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料）国立社会保障・人口問題研究所推計 
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第Ⅲ章 空家対策の基本方針                   

 

Ⅲ－１．空家対策の基本的な考え 

 

「空家等の所有者又は管理者は、周囲の生活環境に悪影響を及ぼさないよ

う、空家等の適切な管理に努めるものとする」と法に規定されており、空家

等は所有者等自らが適切に管理することが原則ですが、経済的な事情等によ

り適切な管理が行われず、周辺住民の生活環境に悪影響を及ぼしているもの

が多くみられます。 

地域住民の生命、身体又は財産を保護するとともに、その生活環境の保全

を図るため、本市として空家対策に取り組みます。 

 

Ⅲ－２ 空家対策の取組方針 

 

  以下の４つの基本的な方針に基づき、空家対策に取り組みます。 

  

① 空家等の実態把握 

各自治会と連携し、市内全域の空家等の所在及びその所有者等の把握に努

めます。 

 

② 空家等の発生抑制と適正管理 

   新たな空家等の発生抑制と、空家等の適正管理の促進に努めます。 

 

③ 空家等及び除去した空家等の跡地の利活用 

   利活用可能な空家等及び除去した空家等の跡地について、氷見市空き家

活用推進協議会との連携、空家情報バンクの活用、改修費用への補助金交付

等により、売買や賃貸等での利活用の促進に努めます。 

 

④ 特定空家等の除去 

   特定空家等に対し法に基づき必要な措置を講じます。また除去費用の助

成等により、特定空家等の除去に努めます。 
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第Ⅳ章 空家対策の具体的取組                       

 

Ⅳ－１ 空家等の実態把握 

 

① 空家等の所在の把握 

各自治会と連携し、市内の空家等の所在を把握するための調査を定期的

に行います。 

② 空家等の所有者等の把握 

固定資産税情報、住民票・戸籍情報を活用し、空家等の所有者・管理者等

の把握に努めます。 

③ データベースの整備・活用 

上記①②の情報、空家等の現況、特定空家等に対する措置の内容やその

履歴等をデータベース化し、継続的に情報更新を行います。そして、この

情報を基に空家対策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

履歴記録 

空家対策 

 

 

 

 

 

 

データベース整備・活用フロー 

抽出 

データベース化 

所有者・管理責任者等調査 H29氷見市空家実態調査 

現況調査 

特定空家等に対する措置 

相談情報 

自治会等からの情報 

所在の定期調査 

利活用の促進 

適正管理の啓発 
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平成２９年度に発行したリーフレット 

Ⅳ－２ 空家等の発生抑制と適正管理 

 

① 空家等の発生抑制 

建物が使用されている段階から所有者の「空家等に対する問題意識」が

醸成されるよう、広報・ホームページへの掲載等で情報提供を行います。 

② 空家等の適正管理の啓発 

空家等の適正管理の必要性・方法等について、広報・ホームページへの掲

載やリーフレットの配布等で情報提供を行います。また、空家等の所有者・

管理者等へは直接情報提供を行います。 

③ 空家等管理サービスの周知 

空家等管理サービス事業者と連携し、同サービスの周知を行います。 
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Ⅳ－３ 空家等及び除去した空家等の跡地の利活用 

 

① 氷見市空き家活用推進協議会との連携 

空家等及び除去した空家等の跡地について、氷見市空き家活用推進協議

会と情報共有することで、売買や賃貸等による利活用の促進に努めます。 

② 空き家情報バンクの活用 

利活用可能な空家等について、空き家情報バンクへの登録を促進するこ

とで、売買や賃貸等による利活用の促進に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 空家等の優良物件化支援 

空家等の改修や家財の整理・撤去を行い、これを賃貸用物件として利活

用する者に対し、補助金を交付します。（空き家優良物件化支援補助金） 
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「特定空家等判定基準」による判定 

所有者等を調査 

 

改善が認められない場合 

 

措置を履行しない場合 

 

特定空家等の法に基づく措置手順 

所有者等が不明 

 

Ⅳ－４ 特定空家等の除去等 

 

① 特定空家等の法に基づく措置 

法に基づき、以下の手順により必要な措置を講ずることで、特定空家等

の除去等の促進に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定空家等情報 

 

 

 

 

自治会等からの苦情等 

H29氷見市空家実態調査 

現地調査 

(必要に応じて立入調査) 

「特定空家等」の認定 

助 言 又は 指 導 

勧 告 

命 令 

措置をとらない場合 

所有者等からの意見聴取 

 

行政代執行 

（行政代執行法により実施） 
略式代執行 
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連携 

情報共有 

相談 

情報提供 

支援 

アドバイス

委 
相談 

※平成 30年 4月 1日より補助金交付条件等を改訂予定 

② 特定空家等除去の支援 

特定空家等のうち、「そのまま放置すれば倒壊する等、著しく保安上危険

となるおそれのある空家等」の所有者等に対し、補助金の交付等により除

却を支援します。（危険老朽空き家対策事業） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

Ⅳ－５ 空家対策の取組体制 

① 各自治会及び関連団体との連携 

空家問題には様々な要因があり、市部局間の連携に加え、各自治会及び

関連団体と連携することで、空家対策を総合的に推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 相談窓口の整備 

 空家等の管理や利活用、特定空家等の除却等の相談に対し、総合的に対

応することが可能なワンストップ窓口を整備します。 

氷見市 

各自治会 関連団体 



資 料 編                          

 

 

 

① 空家等対策の推進に関する特別措置法           

② 空家等に関する施策を総合的かつ計画的に実施するための基本的な指針 

（平成 27 年２月 26 日付け総務省・国土交通省告示第１号） 

③ 「特定空家等に対する措置」に関する適切な実施を図るために必要な指針 

（ガイドライン）                    

④ 空き家優良物件化支援補助金交付要綱           

⑤ 氷見市危険老朽空き家対策事業補助金交付要綱       

（平成３０年４月１日より補助金交付条件等を改訂予定） 

⑥ 氷見市危険老朽空き家対策事業実施要綱          

⑦ 氷見市特定空家等判定基準                   


